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１．背景と目的 

 IoTデバイスの普及に伴い、クラウド側の負担を小さくするためエッジ側でのデータ処理

が進んでいる。しかし、ディープラーニングを用いた機械学習などの高度な計算処理は、計

算量やそれに伴う消費電力の観点からエッジ側での運用は適していない。近年機械学習で

は、学習量が少なく、隠れ層を物理ダイナミクスで代替可能な新しいコンピュータアーキテ

クチャであるリザーバーコンピューティング(RC)が注目されている。本研究ではセンサと

コンピューティング機能を一体化可能な MEMS-RC に注目し、非線形振動子を有する加速

度センサを用いた RC を取り扱う。特に、振動子に対して加振力を入力とする従来の振幅変

調型に代わり、張力による入力で振動子の剛性を変化させる周波数変調型を提案する。 

２．数値シミュレーション 

 SOI を用いた厚み 20µm の単結晶シリコン構造で製作したデバイスの概要を Fig1 に示

す。加速度入力は軸方向張力に変換され振動子に加わる。加速度と張力の関係は有限要素法

による構造解析で求めた。隠れ層の出力は単一振動子の振幅で、応答振幅を遅延フィードバ

ックによって、重み関数とと

もに駆動振幅に加えることで

仮想ノードを構成する。性能

評価には記憶容量と非線形処

理能力を必要とする Parity ベ

ンチマークを用いた。 

３．結果考察 

  Fig.2 に設計した寸法をも

とに数値シミュレーションし

た結果を示す。広い領域で精

度が高いことが確認できた。ま

た、提案する方式では振幅を状

態変数として用いると、『強制

振動によるうなり音周期を、離

散化された重み関数の時間間

隔で除した値』(=Nd)に最適値

が存在することを見出した。 
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